
INTERVIEW
運用開始後も共に現場に入り、声を聞くことで
より現場にフィットする“安全見守りくん”に進化
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出光興産株式会社が輸入した原油を受託精製し、石油製造及び石油化学の原料を安定供給する事業に取り組む昭和四日市石油株式会社。安全を優し

た環境にやさしい製品づくりや、カーボンニュートラルの流れを踏まえ、新たな事業展開、未来につながる活動にも注力しています。　同社では、広大な

敷地内での単独作業に無線機を用いてきましたが、作業者による応答を前提とした体制や、音声のみでの情報伝達の不確かさに懸念を抱き続けてきま

した。　そこで同社は、日鉄ソリューションズ（以下、NSSOL）の“安全見守りくん”の導入を決断。　一期～三期に分けての段階的な導入で現場にフィット

するよう改修を重ね、現在は現場に欠かせないと言われるほどの役割を担っています。　“安全見守りくん”導入決定までの経緯や導入後の変化につい

て、プロジェクトに携わった昭和四日市石油株式会社の高村様、小西様、伊藤様にお話を伺いました。

高村様：計装・電気・回転機の保全計画、工事のリーダー
を担当しています。本プロジェクト、弊社では「フィール
ド作業支援システム（FWSS）」プロジェクトと呼んでおり
ますが、そのプロジェクトリーダーも担当しました。

小西様：計装設備の保全計画・工事監理を担当していま
す。本プロジェクトでは、導入機器の選定、導入までの調
整などにあたりました。

伊藤様：製造二部・動力課で部署内の補修修繕工事管
理、予算業務、業務効率化検討などを担当しています。
本プロジェクトでは実際にユーザーとして“安全見守りく
ん”を使用しています。

伊藤様：作業員は広大な敷地の中で単独作業を行うこ
とが多いため、以前まではそれぞれの作業員が無線機
を携帯しておりました。居場所や状況を把握するにも作
業員本人とのやりとりが必須なので、仮に作業員が意識
を失って倒れてしまったら、もう打つ手がない状態でし
た。

― ― 今 回 のプロジェクトにおけるみなさまの
役割を教えてください。 

― ― “ 安 全 見 守りくん”を導 入 する前 は、どの
ようにして製 油 所 構 内の安 全 管 理をしていた
のでしょうか。
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― ― “ 安 全 見 守りくん”を知った 経 緯 、導 入 の
決め手を教えてください。 

小西様：ベテラン作業員の定年退職による世代交替の中
で、こうした作業員の安全確保と人的エラーの防止が課
題となっており、映像や位置情報を共有し、作業支援と安
全確保を両立できるシステムを探しておりました。その
中でも「映像」はマストでした。単独作業の人的エラーを
防ぐために、現場の作業員と装置の運転者がやりとりし
ながら確認する場面でも、音声だけですと、言葉で説明
したり、目印を設定したりしてもやはり限界があります。
映像があることで、作業員と運転者の「2人の目」で見て
安全確認することは欠かせないだろうと。

小西様：まず「現場作業のサポート」「予知・気付きのサ
ポート」「設備信頼性向上」を目的として、映像、音声、位
置情報、センシング技術を活用したシステムを導入した
いと考えました。そのようなサービスを提供されている
会社を調査し、ヒアリング等を行なった中で、最終的に
NSSOLさんを含む数社を候補として絞り込みました。映
像・音声を同時通話できるシステムをパッケージ化でき
ていたのは、その数社の中ではNSSOLさんだけだったと
記憶しています。「技術的にできます」という提案はあり
ましたが、つまりこれから作るわけで、どういうUIになる
かといったことは見えてきませんでした。“安全見守りく
ん”は、実際の使用イメージがすでにありましたから、「画
面上にマップがあって、こういう風にどこに誰がいるかわ
かります」といったものを見せてもらいながら説明を受
けられて、弊社の場合はそこに音声通話を付加すればい
いというモデルがイメージしやすかったのが大きかった
です。

単独作業の人的エラーを防ぐ
ためには“映像”でのダブル
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同じ大規模プラントである製
鉄所で活用されていることが
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“安全見守りくん”導入決定までの経緯や導入後の変化



小西様：移動式固定カメラで映像を録画する機能を、不
具合の監視に投入したこともイメージアップにつなが
ったと思います。従来はなにか不具合があった場合、常
に人が張り付いて、何時間も交代で監視していましたの
で、その必要がなくなって「これは使える」と。

伊藤様：こうした取り組みと並行して機能改善も進んだ
ので、その後は無事に定着しています。今はバイタルデ
ータが取れることで、お互いに休憩を促すようにもなり
ましたね。以前であれば自然と気づいたときに声をかけ
るだけで、しかも本人が「大丈夫」と言えばそれまでだっ
たわけですが、導入後は休憩を促すアラートが出るの
で、それをきっかけに促すことができますから。

伊藤様：日本製鉄グループの製鉄所で実際に活用され
ているというのもポイントでした。弊社も広大な敷地の
中で作業を行う環境は共通していますから、この実績は
重要でしたね。

伊藤様：まずは朝のミーティングで「この作業は FWSS（
安全見守りくん）を使用してください」と声をかけるな
ど、地道に浸透を図りました。管理者も、作業者がどこに
いるか把握しておく重要性は理解していたので、積極的
に声をかけてくれましたね。

伊藤様：はい。全社一気には実施できないという事情か
らでしたが、結果として実際の現場で検証し、使用者の
声も聞いて改修しながら二期へ進め、二期で再度検証
を重ねて改修しながら三期に……と、いわゆるアジャイ
ルな形で全社導入に進めたのはよかったですね。

― ― 単 独 作 業の見 守りやサポートでは“ 安 全
見 守りくん” がすでに定 着してきているようで
すね。さらに活 用して実 現したいことはありま
すか。 

― ― 一 期 ～ 三 期 に 分 けて導 入され たとうか
がっています が 、これはプラント単 位で 実 施
されているのですか。 

― ― ― ― 要 望を受けて変 更された点には、ど
のようなものがありますか。 
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― ― 今 後、現 場の安 全 管 理の精 度をさらに高
めるためにどんな 取り組 みをした いとお 考え
でしょうか。

― ― “ 安 全 見 守りくん”を導 入 するうえで 苦 労
なさったのはどのようなことですか。 

――経験豊富なベテランの方々ならではの課
題ともいえますが、どのように解 決されたので
すか？

高村様：「フィールド作業支援システム（FWSS）」によっ
て、DX/ICTの先端技術を活用した機能を取り込むこと
で、フィールド作業者のさらなる支援を目指していきま
す。具体化はこれからとなりますが、フィールド作業の安
全、運転、保全の面で高度化または省力化を進め、「スマ
ート製油所」の実現を目指したいですね。

伊藤様：今まだばらばらに分散しているさまざまなデー
タを一元管理したりすることもそうですし、製油は装置産
業でもあり、現在はまだ装置の現物がどうしてもメイン
になっているので、デジタルツイン技術によって、仮想空
間で装置をシミュレーションしながら現物を管理してい
くといった活用法にも期待しています。NSSOLさんには 
FWSS に限らず、さまざまなご提案をいただけるとうれし
いですね。

伊藤様：今後、全社で運用できるようになったら取り組み
たいのは「危険箇所のアナウンス」ですね。常に危険の
ある場所であれば常設の対策も考えられますが、製油所
内は作業内容に応じた「今は入ったら危ないから立入禁
止」という場所が多く、今も縄張りなどをして現場で知ら
せるしかないのです。全社運用が始まれば、そういった
危険箇所の情報もリアルタイムで共有でき、事故を未然
に防げるようになると期待しています。

小西様：位置情報があるだけに、何にでも応用が利くと
思っています。例えば、製油所内に常設してあるガス検知
器や気象情報を連携させて、検知器に反応があった際に
は、風向に応じて「危ないのでここへ逃げてください」と
アナウンスしてくれる。アラートだけではなく、身の守り方
も教えてくれるようになれば理想的です。

高村様：製油はどうしても硫化水素などの有毒成分が発
生しますし、プロセスによっては窒素を使いますので、酸
欠のリスクもある。そもそもプラント内は可燃物もあちこ
ちにあります。そういった「目に見えない危険」があるだ
けに、現場で気づ いた時点ではもう遅いということも往
々にして起こり得ますので、社内全体が共有できるシステ
ムは重要だと思います。

伊藤様：一期では、ヘルメットにカメラなどの機器を装
着するスタイルだったのですが、片側に重さが偏るので
ヘルメットがズレてしまうと非常に不評でして（苦笑）。他
に、カメラのコードがプラント内の設備に引っかかって
危険だという声もあり、胸ポケット付きのベストを着用し
て、スマートフォンの内蔵カメラを使うスタイルに変更し
ました。

小西様：ところが二期では、スマートフォンの機種を変更
したことで、音声の最大ボリュームが小さくなってしまい
まして。もちろん三期では改善していますが、機種ごとに
こうした仕様が大きく異なるというのは、正直想定外で
した。あちらを通せばこちらが……というわけで、二期、
三期と進んだからといって、順調に改善するばかりでは
ないというのは印象的でしたね。

伊藤様：NSSOLの担当者さんにも現場に入っていただ
き、どういった環境で利用されているのかを見ていただ
いたり、使用者の声もお伝えしたりしました。現場にフィ
ットするよう対応策を検討し、次期の仕様に反映してい
ただけたので、非常に満足しております。

小西様：安全意識の高さから、新しいシステムで慣れな
い操作をすることをまず「リスク要因」と見なしてしまっ
たりして、定着に時間がかかったことですね。

伊藤様：実は以前、製油所内での操作を間違って意図し
ない電源を切ってしまったせいで、全装置が停止すると
いう重大事故が起こったのです。電源の操作は影響が大
きいので、皆「とにかく慎重に」という意識で仕事をして
いるのです。

高村様：24時間365日稼働していますので、急に止まるこ
とは想定されていません。止め方の手順も、次に稼働す
る際の手順も、守らなければ装置に影響があるだけでな
く、安全に関わりますからね。

安全管理に加え、データ活用
やシミュレーションにも先端
技術を活かし“スマート製油
所”へ

便利さや重要性を実感するこ
とで、慎重なベテラン作業員に
も徐々に浸透
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